
平
成
23
年
度
決
算
概
要

一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
6.1財

政
課（
☎
77
・
2
0
2
2
）

120億

110億

100億

90億

80億

70億

60億

50億

（円）

平成21年度 平成22年度 平成23年度

112億1300万
810億

800億

790億

780億

770億

760億

750億

（円）
807億9200万

平成21年度 平成22年度 平成23年度

797億8300万

772億7500万

101億1000万

110億3200万

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
度
の
予
算

執
行
で
は
、
同
年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
の
減
額
や
、
景
気

低
迷
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
入
札
差
金
の

留
保
や
不
急
な
事
業
の
進
度
調
整
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
市
の
貯

金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
う
こ
と
な
く
、
一
般
会
計
で

6.1
億
円
の
黒
字
決
算
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

〔
決
算
の
状
況
〕

歳
入
＝
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

な
ど
の
市
税
が
3.6
億
円
の
減
と
な

り
、
地
方
交
付
税
も
普
通
交
付
税
が

2.2
億
円
の
減
、
国
庫
支
出
金
は
17
億

円
の
減
で
、
全
体
と
し
て
は
34
・
９

億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
＝
子
ど
も
手
当
や
自
立
支
援
事

業
の
増
に
よ
り
、
扶
助
費
は
10
・

７
億
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
工
事
な

ど
の
投
資
的
経
費
は
43
・
６
億
円
の

減
と
な
り
、
全
体
と
し
て
30
・
４
億

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

▽
継
続
的
な
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
の
成
果
も
あ
り
2
年
連
続
で
実
質

単
年
度
収
支
の
黒
字
を
確
保
す
る
な

ど
、
収
入
の
範
囲
内
で
の
財
政
支
出

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
や
欧
州
債

務
危
機
、
長
引
く
円
高
が
日
本
経
済

や
国
の
財
政
計
画
に
与
え
る
影
響
に

よ
り
、
今
後
、
市
税
収
入
の
減
な
ど

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

〔
財
政
指
標
な
ど
の
状
況
〕

▽
地
方
債
残
高
が
７
７
２
・
８
億
円

に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
25
億
円
の

減（
市
民
１
人
当
た
り
の
借
金
を

1.2
万
円
減
）。

▽
基
金
の
残
高
が
１
１
２・１
億
円（
普

通
会
計
）に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

1.8
億
円
の
増（
市
民
１
人
当
た
り
の
貯

金
を
0.1
万
円
増
）。

▽
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

を
示
す
健
全
化
判
断
比
率（
４
指
標
）

は
、
い
ず
れ
の
比
率
に
お
い
て
も
法

に
定
め
る
基
準
以
内
で
、
現
時
点
で

は
お
お
む
ね
健
全
な
状
態
で
す
。

平成23（2011）年度  会計別決算

歳　入 歳　出 歳入歳出差引
(a)

翌年度へ繰越
すべき財源(b)

実質収支
(a)-(b)

一般会計 694億4100万 684億4000万 10億100万 3億8700万 6億1400万

特
別
会
計

国民健康保険
事業費 207億9200万 218億3900万 ▲10億4700万 ━ ▲10億4700万

国民健康保険
診療施設費 1億1500万 1億1500万 0 ━ 0

農業共済事業費 6900万 6100万 800万 ━ 800万
介護保険事業費 135億3000万 135億3000万 0 ━ 0
公共用地先行
取得事業費 33億9200万 33億9200万 0 ━ 0

後期高齢者
医療事業費 27億5000万 26億7800万 7200万 ━ 7200万

財産区 9100万 7800万 1300万 ━ 1300万
合　計 1101億8000万 1101億3300万 4700万 3億8700万 ▲3億4000万

（単位：円）

　虐待を受けたと思われる障がいのある人を発見した人
は、そのことを市に通報しなければならない制度（障害
者虐待防止法）ができました。障がいのある人が、家庭、
福祉施設や勤め先などで虐待されていることに気付いた
人は通報してください。これにより、障がいのある人が訴
えなくても、市が事実を確認し、虐待防止のために対応
します。
　対象は、身体障がい者、知的障がい者、精神障が
い者（発達障がい者を含む）、心身の障がいや社会的な
障壁により日常生活や社会生活が困難で援助が必要な人
（障がい者手帳を取得していない人も含む）です。
　虐待は、特定の人や特定の家庭や場所で起こるもの
ではありません。自分では気付かないうちに虐待をしてい
たり、虐待を受けている人も虐待を受けているという認
識がないため被害を訴えない場合があります。
　特に障がいのある人の中には、虐待を受けても自ら訴
えることができない場合があります。
　障がいのある人の権利や尊厳が虐待によって脅かされ
ることを防ぎ、安定した生活や社会参加を助けるために
は、一人ひとりの取り組みが不可欠です。みんなで協力
して、誰もが安心して暮らせる社会をつくりましょう。

※ 障がいのある人への虐待に関する相談、通報は下記の障害者虐待
防止センターまでお願いします。

通報窓口 所在地 連絡先

市役所
障害福祉課 東洋町1-1 ☎77・2077  72・8086

月～金曜9:00～17:30

高齢者・
障がい者
権利擁護支援
センター

売布東の町12-9
（こむの事業所1階）

☎26・6828  83・1241
月～土曜9:30～17:00
※夜間、日曜・祝日は電話での
受け付けのみ（24時間）

障害者
自立生活
支援センター

安倉西２丁目1-1
（総合福祉センター
2階）

☎86・5002  83・2766
月～土曜10:00～16:00

相談支援
センター
「だんぼ」

売布２丁目2-2
☎87・2151  85・9080
月～金曜9:00～17:00
土曜9:00～12:00

コミセン
「希望」

逆瀬川１丁目2-1
（アピア１  ４階）

☎76・5800  76・5811
月～土曜10:00～16:30

10月1日から「障害者虐待防止法」施行 障がいのある人を虐待から守りましょう障がいのある人を虐待から守りましょう
障害福祉課（☎77・2077）

表２　基金残高の推移（普通会計）表１　地方債残高の推移（普通会計）

億
円
の
黒
字

億
円
の
黒
字
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考えよう！ 広めよう！

「新エネルギー」

シリーズ 4

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
海
洋
上
や
海
沿
い
の
地
域

（
県
内
で
は
南
あ
わ
じ
市
な
ど
）、
山

間
部
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
風
車
に
よ
る
風
力
発

電
は
、
設
置
に
は
億
単
位
の
高
額

な
費
用
が
必
要
で
す
が
、
昼
夜
を

問
わ
ず
発
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

太
陽
光
発
電
な
ど
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
比
べて
発
電
コ
ス
ト
と
発
電
量
を

比
較
し
た
場
合
、
発
電
ま
で
の
費

用
単
価
が
安
く
な
り
ま
す
。

一
方
、
景
観
と
の
調
和
や
騒
音

被
害
な
ど
環
境
面
で
十
分
な
配
慮

が
必
要
で
す
。
風
力
発
電
設
備
を

設
置
す
る
た
め
に
は
、
立
地
条
件
な

ど
の
事
前
調
査
や
周
辺
地
域
の
住

民
、
海
洋
上
の
場
合
は
漁
業
関
係

者
と
の
調
整
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

世
界
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会（
Ｇ
Ｗ

Ｅ
Ｃ
）Ｇ
ｌｏ
ｂａ
ｌ�

Ｗ
ｉｎ
ｄ�

Ｓ
ｔ

ａ
t
iｓ
ｔ
ｉｃｓ�

２
０
１
１
よ
り
引
用

今
号
で
は
風

力
発
電
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

風
力
発
電
は
、

文
字
ど
お
り
風

の
力
で
風
車
を

回
し
、
羽
が
つ

い
て
い
る
軸
が

回
り
、
そ
れ
が

発
電
機
を
動

か
す
仕
組
み
で

す
。
今
や
世
界
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
風
力
発

電
の
発
電
容
量
は
２
０
１
１
年
に

比
べ
て
２１
％
増
加（
※
）し
ま
し
た
。

風
力
発
電
は
そ
の
構
造
上
、
風

向
き
や
風
速
が
一
定
以
上
で
安
定

再
生
可
能（
自
然
）エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
域
で
創
る
こ
と
を
、
市
民
、

事
業
者
、
N
P
O
、
行
政
み
ん
な

で
考
え
、語
り
合って
み
ま
せ
ん
か
。

6
月
、
7
月
に
続
き
、
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所（
I
S
E

P
）ス
タ
ッ
フ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
参
加
者

や
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
で
あ

れ
ば
今
回
か
ら
で
も
参
加
で
き
る

内
容
で
す
。

日
時
　
10
月
13
日
㈯
15
時
～
18
時

場
所
　
西
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
の
人

定
員　
先
着
1
0
0
人

申
し
込
み
　
10
月
1
日
㈪
か
ら
、

〒
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ァ

ク
ス（

71
･
1
1
5
9
）ま
た
は
は

が
き
で
〒
6
6
5・8
6
6
5
（
住

所
不
要
）「
市
役
所
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
課
」
へ
。
11
日
㈭
必
着
。

新エネルギー推進課（☎77・2361）

再生可能
エネルギーを

みんなで考える
懇談会

新エネルギー推進課
（☎77・2361）

南あわじウィンドファームの風車15基
提供：クリーンエナジーファクトリー株式会社
撮影者：石山和広

10
月
は
ご
み
分
別
強
化
月
間
で
す

　10月から第3土曜日に粗大ごみの持ち込み
（家庭系の粗大ごみのみ）を試行的に実施し
ます。10月1日より電話予約を開始しますの
で、ご利用ください。
※土曜日の粗大ごみ収集は行っていません。
10月20日～3月16日までの毎月第3土曜日

第3土曜日の粗大ごみ持ち込みを開始します

燃やすごみの組成分析結果
（資源化可能分）

平
成
19
年
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
分
別
収
集
が
始
ま
って
か
ら
、
燃

や
す
ご
み
の
量
は
開
始
直
後
に
比
べ

約
15
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
少

し
増
加
し
て
お
り
、
更
な
る
減
量

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
生
ご
み
の

水
分
を
よ
く
切
る
、
小
さ
な
紙
な

ど
の
紙
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど

は
分
別
す
る
、
市
の
回
収
の
ほ
か
自

治
会
や
子
供
会
・
管
理
組
合
な
ど

が
行
って
い
る
集
団
回
収
や
店
頭
回

収
を
有
効
利
用
す
る
な
ど
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
、
市
で
は
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
に
つ
い
て
、
内
容
物
の
分

析
・
組
成
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
か
ら
、
燃
や
す
ご
み
の
中

に
ま
だ
ま
だ
分
別
す
べ
き
も
の
や
資

源
化
で
き
る
も
の（
紙
類
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
・
植
木
ご
み
な
ど
）が
約

13
％
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ご
み
に
出
す
前
に
水
で
少

し
流
し
た
り
す
れ
ば
資
源
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
意
識
で
、
燃
や
す
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
資
源
ご
み
の
中
に
分
別

を
間
違
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い

も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
汚
れ
た
紙
や
紙
お
む
つ
、
カ

ー
ボ
ン
紙
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課（
☎
87
・

4
8
4
4
）

クリーンセンター（予約・受付センター）
（☎87･3363）

燃やすごみ
86.25%

小型不燃ごみ
0.39%

かん・びん
0.28%

ペットボトル 0.01%

乾電池
0.02%

布 0.22%
紙 3.74%

植木ごみ
5.28%

プラスチック類
3.81%

資源化
可能量

13.36%
資源化
不可

32.54%

燃やす
ごみ

53.71%

ご
み
の
中
に
こ
ん
な
も
の
が

混
ざ
っ
て
ま
す

市民出資型風力発電事業の仕組み
提供：環境エネルギー政策研究所（ISEP）
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